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図 1．天然採苗および育苗・養殖試験を実施した漁場 

下之郷

月日 9/30 10/18 12/5 小計

網数（枚） 84 84 10 178

三ヶ所

月日 10/4 10/8 10/14 10/16 10/29 11/12 小計

網数（枚） 27 27 72 72 36 36 270
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目的 

本県の青さのり（ヒトエグサ）の生産量は，全国 1 位

を誇り，品質も高く評価されている。近年はヒトエグサ

の単価が高騰しており，ヒトエグサ漁業者にとって重要

な収入源になっている。養殖漁家は，既存の設備を使っ

たその他藻類の複合養殖に期待をしており，その候補種

として在来のイトノリ類を見出したが，特にヒトエグサ

養殖繁忙期（1 月～3 月）を避けた早期生産には至って

いない。そこで，イトノリ類の養殖技術の開発とその普

及･生産による経営の安定化を目指す。 

 

方法 

１．採苗技術の確立 

天然採苗漁場には，これまでの実績を踏まえ，河川水

の影響を受け，イトノリが自生している志摩市磯部町の

下之郷漁場と三ケ所漁場を選定した（図 1）。 

下之郷漁場と三ケ所漁場において，自生しているイト

ノリ（母藻）を平成 28 年 9 月上旬から定期的に採集し，

遊走細胞の放出状況を顕微鏡で確認したうえで，それぞ

れの漁場に平成 28 年 9 月 30 日～12 月 5 日に延べ 9 回

に分け採苗網（1.2m×18m）を計 448 枚張り込むことで

天然採苗を行った（表 1）。張り込み方法は，各漁場に

おいて河床から 20㎝と 30㎝の 2種類の高さに張り込み

を行った。下之郷漁場においては，採苗網と同じ高さに

メモリー式水温計（WaterTempProV2/onset 社）を設置

し，15 分間隔で記録した。  

 

 

 

２．育苗技術・養殖技術の確立 

下之郷漁場と三ケ所漁場で得た天然採苗網は，一部を

別の漁場へも移設し，育苗・養殖を行った。移設漁場は，

下之郷漁場からは飯浜漁場と千賀漁場，三ケ所漁場から

は渡鹿野漁場とした。また，これまでの知見により，下

之郷漁場では，イトノリの葉長が長くなるにつれて鳥類

による食害の影響が大きくなることが明らかになって

いるため，平成 28 年 11 月 15～16 日に下之郷漁場のみ

食害防止の防鳥ネットを設置した。 

３．生産方法の確立 

 下之郷漁場において，平成 28 年 12 月 6～7 日，同 1

5～16日および平成 29年 1月 12～13日にイトノリの収

穫を行い，乾燥品を生産した。 

４．市場性および品質評価の確認 

平成 28 年度青さのり入札市（三重県漁業協同組合連

合会）において，試作したイトノリ乾燥品を計 3 回出品

し（平成 28 年 12 月 14 日，同 25 日，平成 29 年 1 月 1

9 日），海藻問屋による評価などを調査した。 

 

結果および考察 

１．採苗技術の確立 

平成 28 年度は，採苗にかかるコストや作業量からよ

り実用的な天然採苗を採用した。 

下之郷漁場に 9 月 30 日に張り込んだ養殖網は，10 月

13 日には網上にイトノリ葉状体が確認できた。網上へ

のイトノリの付着密度については，網高が 20cm の方が

30cm よりも明らかに高かったが，葉長については数 m

m～数 cm とばらつきがみられ，網高の違いによる初期

の生長性に明確な差は無かった。 

一方，三ヶ所漁場に張り込んだ養殖網では，下之郷漁

場のものに比べてイトノリの付着密度が極端に低く，付

着状況も不均一であった。また，同様に網高の違いによ

表 1．天然採苗の実施状況（網数） 




